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■高速道路機構・高速道路会社の業務点検について 

出典：高速道路機構・会社の業務点検検討会（第1回）配布資料 
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 ⇒高速道路機構・会社の業務点検結果の公表（H27.7.14） 

■高速道路機構・会社の業務点検検討会 

１．目的 

 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構及び各高速道路株式会社のこれまでの
成果や今後の課題等について点検を実施するにあたり、専門的、技術的見地から有識者の方
々から意見を伺うことを目的とする。 

２．検討会委員 

 石田 東生（副座長） 筑波大学大学院教授 
 大串 葉子 新潟大学経済学部准教授 
 小幡 純子 上智大学法科大学院教授 
 梶川 融 太陽有限責任監査法人代表社員会長 
 根本 敏則（座長） 一橋大学大学院教授 
 羽藤 英二 東京大学大学院教授             （敬称略 五十音順） 

３．検討会実施状況 

検討会 実施日 概要 

第1回 H27.5.14 ・高速道路会社（東・中・西・本四）の自己点検結果のヒアリング 

第2回 H27.5.19  ・高速道路会社（首都・阪神）及び高速道路機構の自己点検結果のヒアリング 

第3回 H27.6.2 ・高速道路会社（東・首都）の追加ヒアリング、意見交換（とりまとめの方向性） 

第4回 H27.6.23 ・これまでの議論と論点をふまえて、とりまとめに向けた議論 

第5回 H27.7.3 ・業務点検結果のとりまとめ 
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■高速道路機構・会社の業務点検結果（助成制度） 
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出典：高速道路機構・会社の業務点検結果について（H27.7.14） 



■高速道路機構・会社の業務点検結果（助成制度） 
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出典：高速道路機構・会社の業務点検結果について（H27.7.14） 



■修繕事業における積極的な活用に向けた運用改善 

修繕工事計画書の提出： 入札公告の前日まで 

修繕工事
計画書の
提出時期 

・あらかじめ修繕工事計画書（助成対象基準額を含む）を提出することは、修繕事業の特徴（事業規模が小さく工期が
短い、工事開始後に工事内容が変化する等）から困難 

入札公告 工事契約 現場着手 変更指示 変更契約 工事完了 

工事実施 

対象外 

■具体的な課題 

■現行の運用 

対象 

工事の入札公告の前日までに修繕工事計画書を提出していない場合、現行の運用では、助成対象とすることができない。 

■運用改善の方向性 

期間が短い。 

・修繕工事計画書の事前提出を改めることとし、所要の手続きを見直す。 

 ・助成制度を活用するためには、修繕工事計画書を『工事の入札公告の前日まで』に提出することが必要 

 【工事実施と修繕工事計画書の提出時期】 
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■業務点検結果への対応方針【助成制度の見直し】 

修繕事業において積極的な活用を図るための運用改善 

H29 H28 H27 ・・・ 

大規模更新事業に対する助成制度の積極的な活用 

新たな評価制度 

H27.7 業務点検結果（公表） 

H27.10.16 H28.3（予定） 

助成委員会 

  運用開始 

当面、次に示すとおり、現行制度に則って運用を行い、必要に応じて個別検討 
・特定更新等工事（改築） ： 新設・改築の手続きと同じ 
・特定更新等工事（修繕） ： 修繕（運用改善後）の手続きと同じ 

申請状況を確認しつつ、必要に応じて更なる改善を検討 

  制度構築に向けた調整 
（国・会社と連携） 

新たな評価制度の検討 
（国・会社と連携） 

可能なものから制度化を図る 

評価対象 
◆ライフサイクルコスト 

◆社会便益      等 

評価制度 

◆表彰制度の創設 

◆助成制度の活用 

◆補助制度の創設（研究開発）等 

検
討
イ
メ
ー
ジ 

 規程類の整備 
 （国・会社と調整） 

運用検討 
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